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一
〇
月
一
日
か
ら
二
週
間
、
大

船
渡
湾
で
は
マ
ダ
コ
漁
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

マ
ダ
コ
漁
は
、
毎
年
十
一
月
の

ア
ワ
ビ
漁
開
口
の
期
間
に
合
わ

せ
て
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
今
年

は
マ
ダ
コ
が
大
量
発
生
し
、
駆
除

の
意
味
も
含
め
て
、
例
年
に
な
く

早
い
時
期
の
漁
と
な
り
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
マ
ダ
コ
は
ア
ワ
ビ

を
食
べ
て
し
ま
う
の
だ
そ
う
で

す
。
十
一
月
の
ア
ワ
ビ
漁
を
前

に
、
貴
重
な
ア
ワ
ビ
が
マ
ダ
コ
に

「
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
困

る
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の

漁
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
辺
で
採
れ
る
代
表
的
な

タ
コ
は
マ
ダ
コ
と
ミ
ズ
ダ
コ
で

す
。
ミ
ズ
ダ
コ
は
大
き
く
て
、
柔

ら
か
い
食
感
が
魅
力
で
す
が
、
そ

の
名
の
通
り
、
や
や
水
っ
ぽ
く
感

じ
ら
れ
ま
す
。
マ
ダ
コ
は
小
ぶ
り

で
す
が
、
身
が
締
ま
っ
て
い
て
歯

ご
た
え
が
良
く
、
味
が
濃
い
の

で
、
ミ
ズ
ダ
コ
よ
り
も
マ
ダ
コ
の

方
が
美
味
し
い
と
喜
ば
れ
ま
す
。 

そ
ん
な
マ
ダ
コ
が
大
量
に
取
り

放
題
な
ん
て
、
漁
師
た
ち
に
と
っ

て
は
嬉
し
い
贈
り
物
。
我
が
家
で

も
父
が
喜
び
勇
ん
で
漁
に
行
き
、

何
枚
か
採
っ
て
き
て
刺
身
や
酢

の
物
な
ど
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

サ
ン
マ
が
不
漁
か
と
思
う
と

マ
ダ
コ
は
豊
漁
だ
っ
た
り
、
他
の

職
業
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、

漁
業
も
毎
年
い
ろ
ん
な
変
化
が

あ
っ
て
な
か
な
か
一
筋
縄
で
は

行
き
ま
せ
ん
ね
。 
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一
〇
月
六
日
、
地
域
別
最
低
賃

金
が
改
正
発
効
（
一
〇
月
一
日
）

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
構
成
単
組

の
協
力
も
得
な
が
ら
幹
事
会
役

員
は
、
早
朝
か
ら
路
上
交
差
点
で

周
知
ボ
ー
ド
を
掲
げ
て
通
行
車

両
へ
の
周
知
行
動
を
実
施
し
た
。 

県
内
の
中
小
・
未
組
織
労
働

者
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
労
働
条
件

の
改
善
を
図
る
た
め
、
八
月
二
三

日
の
最
低
賃
金
審
査
会
で
前
年

よ
り
二
二
円
引
き
上
げ
と
な
る

時
給
七
三
八
円
で
結
審
し
た
。 

な
お
、
深
夜
勤
務
（
午
後
一
〇

時
～
午
前
五
時
ま
で
の
勤
務
時

間
）
の
場
合
は
、
二
五
％
が
加
算

さ
れ
時
給
九
二
三
円
に
な
る
。
こ

の
他
に
も
時
間
外
割
増
や
休
日

割
増
が
加
算
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
最
低
賃
金
は
、
県
内
事
業

所
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
全

て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
、
違
反

し
た
場
合
は
五
〇
万
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
。 

「
最
賃
の
改
正
額
を
知
ら
な

か
っ
た
」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
最

低
賃
金
が
守
ら
れ
な
い
、
ま
た
、

中
小
企
業
の
経
営
悪
化
に
伴
い
、

し
わ
寄
せ
が
労
働
者
に
転
嫁
さ

れ
、
不
払
い
残
業
、
賃
金
引
下
げ
、

解
雇
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
問

題
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
街
頭
行

動
、
街
宣
、
チ
ラ
シ
の
新
聞
折
り

込
み
（
一
〇
月
八
日
東
海
新
報
）、

地
域
紙
に
行
動
記
事
を
掲
載
す

る
な
ど
、
最
低
賃
金
の
発
効
と
改

正
金
額
の
周
知
を
図
っ
た
。 

ま
た
、
一
〇
月
二
七
～
二
八
日

(

一
〇
時
～
一
八
時
）
に
は
、
連
合

気
仙
事
務
室
に
「
な
ん
で
も
労
働

相
談
」
を
開
設
す
る
。 

街
頭
行
動
は
、
朝
七
時
か
ら
キ

ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡
前
交
差
点
、
権

現
堂
国
道
四
五
号
・
一
〇
七
号
交

差
点
、
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
前
交
差
点

に
十
四
名
が
参
加
し
た
。 

寒
い
中
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

た
の
は
副
作
用
の
リ
ス
ク
と
将

来
世
代
へ
の
ツ
ケ
◆
「
経
済
最
優

先
」
を
謳
う
割
に
は
地
域
経
済
や

国
民
の
暮
ら
し
に
無
責
任
◆
新

し
く
発
足
し
た
内
閣
が
国
会
質

疑
を
経
な
い
ま
ま
解
散
す
る
の

は
国
会
・
国
民
軽
視
◆
疑
惑
隠
し

の
疑
い
。
何
よ
り
働
く
者
の
命
と

健
康
を
軽
ん
じ
て
お
り
極
め
て

遺
憾
。
を
示
し
て
対
応
方
針
を
提

起
し
た
。-

詳
細
は
事
務
局
ま
で-

 

連
合
岩
手
は
、
本
部
方
針
を
確

認
し
、
組
合
員
は
も
と
よ
り
家
族

や
友
人
知
人
に
呼
び
か
け
て
、
各

小
選
挙
区
で
「
働
く
者
・
生
活
者
」

の
立
場
に
立
っ
た
政
治
勢
力
の

拡
大
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
、
新
二

区
候
補
者
は
、
畑
浩
治
氏
（
元
職

二
期
）
を
推
薦
、
比
例
代
表
選
挙

は
、
各
構
成
組
織
の
決
定
に
委
ね

る
こ
と
を
基
本
と
し
た
。 

気
仙
地
協
は
、
連
合
岩
手
の
対

応
を
確
認
し
、
連
合
気
仙
選
挙
対

策
委
員
会
を
設
置
し
、
連
合
地
区

選
対
や
畑
こ
う
じ
気
仙
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
者
と
意
思
疎
通
を
図
り
、

「
法
令
遵
守
」
の
徹
底
の
基
に
選

挙
闘
争
を
展
開
す
る
。 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
八
日
、
安

倍
総
理
は
第
一
九
四
臨
時
国
会

を
召
集
し
、
そ
の
冒
頭
に
衆
議
院

を
解
散
し
た
。
第
四
八
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
は
、
一
〇
月
一
〇
日

に
公
示
さ
れ
一
〇
月
二
二
日
投

開
票
の
日
程
で
実
施
さ
れ
る
。 

今
国
会
で
は
、
働
き
方
改
革
関

連
法
案
を
は
じ
め
、
重
要
案
件
が

審
議
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ら
を
放
り
出
す
安
倍
政
権
の

姿
勢
は
、
国
会
・
国
民
の
軽
視
、

過
労
死
や
過
労
自
殺
が
相
次
ぐ

中
、
働
く
者
の
命
と
健
康
を
守
る

長
時
間
労
働
規
制
が
先
送
り
な

ど･
･
･

。
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。 

連
合
は
、
解
散
総
選
挙
に
対
す

る
考
え
方
◆
今
回
の
解
散
は
「
大

義
な
き
、
究
極
の
自
己
都
合
解

散
」
◆
そ
も
そ
も
「
社
会
保
障
の

充
実
」
を
先
送
り
し
て
き
た
の
は

安
倍
総
理
自
身
◆
時
の
総
理
が

国
政
選
挙
の
度
に
争
点
隠
し
、
抱

き
つ
き
戦
略
に
出
て
く
る
の
は

世
も
末
◆
仮
に
憲
法
改
正
が
争

点
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
問
わ
れ

る
べ
き
は
総
理
の
解
散
権
の
制

限
◆
財
政
再
建
も
先
送
り
。
残
っ

-働くことを軸とする安心社会へ- 

日時: 10 月 19 日(木) 

1８時 30 分から 

場所: 猪川地区公民館 
 
【注意】駐車場は、盛川河川敷を利用する
ことになります。駐車をスムースに誘導す
るため、前田信号交差点を経由して、盛川
上流方面からの進入をお願いします。 

地球規模の環境 

保全は、たった 1 

人だけの行動では 

変化しないかも知 

れませんが、1 人 

の行動から問題意 

識が周囲に広がり、 

結果として世界を 

変えられるかも知 

れません。 

10 月 1 日、ｷｬｯｾﾝﾓｰﾙ＆ﾊﾟﾃｨｵを会場に、2017 ｸﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝの一

環として「RENGO 環境フォーラム」を開催した。講師に大船渡市

市民環境課の千葉真琴氏を招き、大船渡市の環境衛生施策と題し、

望ましい環境像「自然と調和し、よりよい環境を 未来につなぐま

ち 大船渡」の実現のためには、自主的な環境配慮が必要であり、

環境負荷の現状、3R の実践を中心に各種の取り組みが紹介された。 

 

選
挙
行
動
は
、

一
人
ひ
と
り
が

主
役
で
す
。
自
分

達
の
未
来
を
し

っ
か
り
考
え
、
自

分
の
一
票
を
、
自

分
が
望
む
未
来

の
た
め
に
し
っ

か
り
と
投
票
す

る
こ
と
。
働
く
人

や
弱
い
人
が
「
報

わ
れ
る
社
会
」
を

取
り
戻
す
た
め

に
行
動
し
よ
う
。 

-あなたの１票が未来を決める- 

投
票
日
の
投
票
が
不
確
実
の

場
合
は
、
事
前
に
期
日
前
投
票
の

実
施
を･

･

。
期
日
は
一
一
日
か
ら

二
一
日
ま
で
の
間
。
投
票
時
間
帯

は
八:

三
〇~

二
〇:0

0

に
な
る
。 

大
船
渡
市
役
所
本
庁
、
陸
前
高

田
市
高
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
住
田
町
役
場
交
流
プ

ラ
ザ
。
以
下
は
、
一
六
日
か
ら
八:

三
〇~

一
七:

一
五
ま
で
。
三
陸
支

所
、
綾
里
・
吉
浜
両
地
域
振
興
出

張
所
。
棄
権
せ
ず
に
投
票
を･

･

。 

<９つの政策> 

・東日本大震災の復興の完遂 

・災害対策の抜本的転換 

・地域底上げ経済政策を推進 

・「田園からの産業革命」を進める 

・生活者本位の雇用政策 

・立憲主義に立脚した憲法論議 等 畑こうじ氏 

◆ プロフィール ◆ 
昭和 38 年 9 月 28 日久慈市
大川目町生まれ。早稲田大学
法学部卒。建設省に入省、在
ドイツ大使館勤務-地方･都
市、外国と幅広い分野で活動。
平成 21 年 8 月衆議院議員に
当選(2 期)。各理事等を歴任。 


